
出生サポート休暇

妊娠前 妊 娠 出 産 1歳 3歳 介護期間6歳

配偶者出産休暇

育児参加のための休暇

保育時間

テレワーク

短期介護休暇

介護休暇

早出遅出勤務

超過勤務の免除､
深夜勤務､

超過勤務の制限

フレックスタイム制

子の看護休暇

深夜勤務､
超過勤務の制限

深夜勤務､超過勤務の制限、
超過勤務の免除

早出遅出勤務

育児休業

育児短時間､育児時間

介護時間

妊娠前 妊 娠 出 産 1歳 3歳 介護期間6歳

早出遅出勤務

深夜勤務､
超過勤務の制限

子の看護休暇

フレックスタイム制

テレワーク

深夜勤務､超過勤務の制限、
超過勤務の免除

超過勤務の免除､
深夜勤務､

超過勤務の制限

育児休業

育児短時間､育児時間

早出遅出勤務

介護時間

短期介護休暇

介護休暇

出生サポート休暇

健康診査及び保健指導のための
職務専念義務免除

深夜勤務及び時間外勤務の制限

業務軽減等

通勤緩和

休息､補食のための職務専念義務免除

産前休暇 産後休暇

保育時間

100

80

60

40

20

0

公
正
取
引
委
員
会

25
府
省
平
均

公
正
取
引
委
員
会

25
府
省
平
均

男性職員 女性職員

52.1%

100% 102.8% 100%

◆育児休業取得率（令和5年度）

平均年間
総超過勤務時間

253.2時間

平均年次休暇取得日数

15.2日

1か月平均

21.1
時間

◆令和6年 職員一人当たり

◆令和6年 職員一人当たり

◆女性職員の割合 ◆係長に占める
　女性職員の割合
　（本省係長相当職）

◆管理職に占める
　女性職員の割合
　（本省課室長相当職）

※女性国家公務員の登用状況のフォローアップ（令和7年11月公表）

※国家公務員の育児休業等の取得状況のフォローアップ（令和7年1月公表）

育児・介護の両立支援制度の内容と利用可能期間

若手になればなるほど
女性職員の割合も増えています！
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◆令和7年度
　採用者の
　女性職員の割合
　（予定）
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令和7年令和元年

公取委は、令和8年2月に新庁舎（虎ノ門
アルセアタワー）に移転を完了しました。
新庁舎は、人員増や働き方の多様化に対応
する、柔軟で持続可能なオフィスを目指して
います。オフィス改革を通じ、より働きや
すく、創造性を発揮できる環境を整備する
ことで、組織全体のパフォーマンスを向上
させていきたいと思います！！

新庁舎への引越し

平均年間総超過勤務時間及び
年次休暇取得日数

女性職員の活躍

育児休業の取得割合

配属される部署や時期等によって
超過勤務時間は異なります。

夏休みは連続5日以上の
休暇取得を奨励しています！

男性職員

女性職員

多くの女性が
活躍しています！

ワークライフバランス
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Voice of New Staff
令和7年度入局職員の「生の声」を
聞いてみました！

新人職員の声

◆ 一般の方（フリーランス）からの相談対応。基本的に、相談者は何か不利益を受けて不満を抱えているため、冷静
でない場合が多い。周りに助けてもらいつつ対応しても納得してもらえないことが多い中で、終話する際に「あり
がとう」と言ってもらえたことは強く印象に残っている。

◆ 何も分からないまま法案審議に突っ込まれるという大変な体験をしたが、人生で二度はない大変さと言われる
くらいのハードスケジュールをそばでみることができたこと、公取委の所管法の一つ「取適法」の改正に立ち
会えたことは貴重な経験となった。

◆初めての電話での相談対応で多くのことを聞きそびれた。先輩や上司は聞くべきことをリストアップしている
らしく、まねしなければと思っている。

◆スマホ法のパブコメの開始、下位法令の施行等新聞の一面に載るような法施行に半年もたたないうちに携われた
事は、本当に恵まれているなと印象に残っている。自らの手で起案した決裁が総長や、委員長まで届いたとき、
国という大きな事象を動かそうとしているんだと（大げさですが）感じたときがあった。

◆ 金型を扱う企業の工場見学に参加させていただいたこと。中小企業の実態を知り、今後の業務へのモチベー
ションが上がったとともに、自分の仕事の重要性を知ることができた。

◆初めて電話対応をした際、対応が素晴らしいと褒められたことが印象に残っている。当時不安だらけだった私に
とってとても自信になった。

失敗や成功も含め、印象に残っていることは？（政策立案業務）QUESTION

A

◆ 思ったより電子化が進んでおり、業務効率化につながっていそうなところ（公務員は押印文化、紙回議と思っていた）。

◆ 入局前はお役所の静かな環境を想像していたが、実際には雑談や熱い議論が多く、活気ある職場である。

◆ 法執行ばかりではない幅広い公取委の活動に驚いた。思ったよりも公取委の知名度が高く、一方で国民から期待
されていることと公取委でできることや目指していることに乖離が垣間見えると感じた。

◆ 庶務が多いと聞いていたが、「1年目からこんな仕事できるんだ！」ということも多く、良い意味でギャップがあった。

◆ 1年目は庶務業務が多いかと思っていたが、相談対応に同席させていただけること。

◆ 勤務形態の柔軟さである。特にフレックスタイム制を活用している人が多く、日々の業務にメリハリがついている
ように思う。

入局してからギャップを感じたところは？QUESTION

A

◆ 令和7年6月に、フリーランス法で初めてとなる勧告を行ったこと。新しい法律かつ相手が大手企業ということも
あり、SNS等でも目に見えて大きな反響があった。初めて携わった案件がこれほど世間から注目されるとは思って
おらず、また、公取委が社会に与える影響力の大きさを肌で感じたため、印象に残っている。

◆ 勧告を公表した際に、記者レクといった普段経験することができない場に参加できたことが印象に残っている。

◆ 立入検査は精神的にも体力的にも大変だったが、その様子がニュースや新聞等で、
大きく報道された際にはかなりやりがいを感じた。

◆ 実地調査において、上司が関係人に業務の運用が取適法に違反していないかという
確認をされた際にその場で受け答え、補足を行っている姿に感銘を受けた。

◆ 初めての立入検査では、緊張のあまり書類を何度も書き間違えてしまったが、
上司がうまくフォローしてくださり、その後は落ち着いて検査に挑むことができた。

◆ 規模の大きな事業者への勧告時、ネットニュースやニュース番組で事件が大きく
取り上げられているのを目にして、自分たちの仕事の世間への影響力の大きさに驚いた。

失敗や成功も含め、印象に残っていることは？（法執行業務）QUESTION

A

◆ 業務の相談がしやすく、日々助けてもらっている。いつか自分もこうなりたいと
思える方たちに囲まれているので、恵まれた環境にいるなと思っている。

◆ 直属の先輩・上司は一息つけるような雑談をしてくれる。
管理職の方が課室用にお菓子を置いてくれるくらい温かい方が多い。

◆ 忙しい課ですが、雑談も多く、和やかである。上司も、常に困ったことはないか？
溜まっている仕事はないか？と気にかけてくれる。

◆ 相談しやすいし、反応してくれるだけでなく丁寧に向き合って考えてくれるし、
頑張りを認めてくれたうえで改善方法を示唆してくださることや、
考えることを教えてくださったり調べ方、着眼点を語ってくださるのが
すごくありがたく日々勉強させていただいている。

◆ 職場はとても風通しが良い。皆さん、1年目の私のことをよく気に掛けてくれる。

◆ とても相談しやすい雰囲気である。仕事で悩んだことは一緒に考えてくれ、味方でいてくれる。

◆ 1聞けば10答えてくださる丁寧な方ばかりで、毎日とても勉強になる。ちょっとした雑談も気軽にできるような
方が多い。

職場の雰囲気や上司・先輩職員との関係性は？QUESTION

A

◆ 自分ではまだ担当したことない業務でも、同じ部局の同期が担当したことがある業務だとアドバイスをもらえ
てとても助かった。

◆ 困ったことがあれば上司に相談するが、内容によっては同期にチャットして解決することも多い。多様な知識と
経験が集まることで、何か問題が起きても、知識を共有し合い、スピーディかつ的確に解決できている。

◆ 仕事でよく関わる課室に同期がおり、疑問点のあるメール等はすぐに「ここどういうこと？」と聞くことができて
助かっている。

◆ 就職で上京しこちらに友人が少なかったが、同期に恵まれ休日も楽しく過ごせている。

◆ 庶務業務等において分からないことや、システムに関するトラブルについての情報共有をしてもらえたこと。

◆ 上司や先輩には聞きづらい初歩的な質問でも教えてくれたり、仕事で失敗した時の気持ちをさらけだせる同期が
いることで、精神的な余裕を持つことができた。

◆ 業務で分からないことを誰よりも気軽に聞ける。近況報告やちょっとした愚痴も言い合えて気持ちが楽になる。

◆ 誤ったメールを送ってしまったりしてもチャットからすぐに指摘が入ったりすること（笑）。

同期がいて良かったこと、助けられたエピソードは？QUESTION

A

◆ 女性はかなり自由な印象。男性は、常識的な範囲であれば自由度は高い（自分は夏はポロシャツ、冬はシャツに
カーディガンを着ることが多い）。

◆ 男性は基本的にシャツ＋パーカー等の上着や、ポロシャツで、室内で完結することにおいては基本カジュアルだ
と思う。

◆ 職場での服装は結構自由だと思う。夏場はクールビズが推進されていることもあり、ポロシャツの方が多い印象。

◆ ブラウスを着たりワンピースを着たりしている。寒い時のためにカーディガンを一着置いており、ひざ掛けも使用
している。

◆ 基本的にオフィスカジュアル（ブラウスにスカート等）であるが、立入検査の際はスーツを着用している。

出勤時の服装は？QUESTION

A
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